
議会だより議会だより
稲敷市稲敷市

臨時会で議会構成決定…………………………Ｐ
就任あいさつ・議員紹介………………………Ｐ
平成26年第４回定例会の報告…………………Ｐ
市政を問う一般質問（７名）…………………Ｐ
常任委員会の審査経過と結果…………………Ｐ

２
4
6
9
16

第39号第39号
発行日／平成27年2月1日発行日／平成27年2月1日



臨 時 会 報 告

稲敷市議会だより　第39号 2

平成26年第２回
稲敷市議会臨時会

　平成２６年第２回稲敷市議会臨時会が市長の招集により、１２月２２日
に開かれました。
　本臨時会は１２月１４日の市議会議員一般選挙後、初の議会となるため、
地方自治法第１０７条の規定により、木内義延　議員が臨時議長を務め開
会宣告され、議長選挙を行いました。
　その後、新議長の議事進行のもとで副議長の選挙から一部事務組合議会
への選出議員選挙まで、議会人事に係わる諸案件が審議・決定されました。
また、市長からは監査委員の選任案件、専決処分案件、紛争の仲裁案件が
提出され、全会一致により同意・承認・可決され、新しい議会体制がスター
トいたしました。

○議長選挙　　　　　　　　　　　○副議長選挙
　　浅野　信行　議員　当選　　　　　伊藤　均　議員　当選

　その他、議会構成等に関する結果については下記をご参照ください。

議案番号 件　　　　名 審議結果
選挙第２号 議長選挙 選　　挙

議席の指定について 指　　定
選挙第３号 副議長選挙 選　　挙

常任委員会委員の選任について 選　　任
常任委員会正副委員長の互選について 報　　告
議会運営委員会委員の選任について 選　　任
議会運営委員会正副委員長の互選について 報　　告
議会だより編集委員会委員の選任について 選　　任
議会だより編集委員会正副委員長の互選について 報　　告

選挙第４号 江戸崎地方衛生土木組合議会議員選挙 選　　挙
選挙第５号 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会議員選挙 選　　挙
選挙第６号 龍ヶ崎地方衛生組合議会議員選挙 選　　挙
選挙第７号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙 選　　挙
議案第110号 監査委員の選任について 原案同意

議案第111号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度稲敷市一般会計補正予
算　第７号） 原案承認

議案第112号 工事請負契約に関する紛争の仲裁について 原案可決

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

平成26年第２回
稲敷市議会臨時会
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○常任委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務教育常任委員会
（７名）

根本　光治 根本　　浩 山口清吉・篠崎力夫・高野貴世志・伊藤　均
松戸千秋

所管する
部  署  課

市長公室（秘書広聴課　政策審議室　庁舎建設推進室　企画課）
会  計  課
監査委員事務局
総  務  部（総務課　財政課　管財課　各総合窓口）
議会事務局
教育委員会（教育学務課　生涯学習課　子ども家庭課　
　　　　　　認定こども園（江戸崎・桜川）各給食センター
　　　　　　各公民館　図書館　歴史民俗資料館）

市民福祉常任委員会
（７名）

岡沢　亮一 竹神　裕輔 遠藤一行・山下恭一・柳町政広・若松宏幸
筧　信太郎

所管する
部  署  課

市民生活部（市民課　税務課　納税課　保険課　生活環境課）
保健福祉部（社会福祉課　保護室　高齢福祉課　いこいのプラザ）

産業建設常任委員会
（６名）

篠田　純一 中村　三郎 木内義延・浅野信行・黒田茂勝・中沢　仁

所管する
部  署  課

産業建設部（農政課　商工観光課　建設課　都市計画課）
農業委員会
上下水道部（下水道課　水道課）

○その他の委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（６名）

柳町　政広 篠崎　力夫 根本光治・中村三郎・篠田純一・岡沢亮一
主な所管業務 市議会の運営全般に係る方針や取り決め等

議会だより編集委員会
（６名）

篠田　純一 若松　宏幸 根本光治・岡沢亮一・根本　浩・中沢　仁
主な所管業務 議会だより発行に関する編集業務及び議会広報活動等

○一部事務組合議会　選出議員
一部事務組合名 選　出　議　員
江戸崎地方
衛生土木組合
（６名）

遠藤一行・山下恭一・高野貴世志・中村三郎・松戸千秋・中沢　仁

主な所管業務 ごみ処理施設の設置管理、一般廃棄物の収集運搬業許可、火葬場
および斎場（聖苑香澄）の管理運営、公共的土木事業に関する事務

稲敷地方広域
市町村圏事務組合
（４名）

柳町政広・根本　浩・筧　信太郎・黒田茂勝

主な所管業務 広域市町村圏計画策定、広域消防、養護老人ホーム（松風園）
の管理運営、老人福祉センターの管理運営、職員の共同研修

龍ヶ崎地方衛生組合
（４名）

山口清吉・篠崎力夫・竹神裕輔・若松宏幸
主な所管業務 し尿処理に関する事務

○監査委員
議会選出監査委員 木内　義延

○茨城県後期高齢者医療広域連合
広域連合議員 浅野　信行
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就任のごあいさつ

就
任
に
当
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
市
政
並
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
昨
年
12
月
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
本
市
は
、
本
年
３
月
に
市
制
10
周
年
を
迎
え
る
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
に
就
任
い
た
し
ま
す
こ

と
は
誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し
、
公
正
か
つ
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
推
進
に
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
教
育
や
福
祉
の
充
実
、
さ
ら

に
は
新
庁
舎
建
設
、防
災
対
策
な
ど
を
着
実
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
本
市
の
人
口
減
少
問
題
、

地
域
経
済
発
展
に
寄
与
し
、
是
非
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
市
議
会
は
、
従
来

の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一
層
の
創
意
工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
と
の
真
摯
な

議
論
に
よ
り
、
有
効
な
政
策
を
推
進
し
、
諸
課
題
の
解
決
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
研
鑽
を
深
め
、

議
会
の
改
革
、
活
性
化
に
も
努
め
、
市
民
の
皆
様
に
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
市
議
会
の
活
動
や
市
政
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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議　長　浅 野 信 行

副議長　伊 藤 　 均
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議 員 紹 介

中 沢 仁

竹 神 裕 輔

根 本 光 治

黒 田 茂 勝

岡 沢 亮 一

木 内 義 延

筧　 信 太 郎

篠 田 純 一

高  野  貴世志

山 下 恭 一

根 本 浩

松 戸 千 秋

柳 町 政 広

遠 藤 一 行

若 松 宏 幸

中 村 三 郎

篠 崎 力 夫

山 口 清 吉
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　平成２６年第４回稲敷市議会定例会が１１月１１日から２１日までの
１１日間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、専決処分２
件、条例の一部改正６件、各会計補正予算案８件、剰余金の処分１件及び
道路の廃止１件の合計１８案件が上程されました。
　開会日には、議案の他、請願３件の上程・付託が行われました。
　最終日には、各委員長報告が行われた後、各議案及び各請願の採決が行
われました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

１１月１１日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（１８案件）。
請願３件を常任委員会へ付託。

（１１月１２日は議案調査のため休会）
１１月１３日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【７名】

審査のため各常任委員会へ議案１８件を付託する。
（１１月１４日は議案調査のため休会）

１１月１７日（月）常任委員会審査【総務教育常任委員会】
１１月１８日（火）常任委員会審査【産業建設常任委員会】
１１月１９日（水）常任委員会審査【市民福祉常任委員会】

（１１月２０日は事務整理のため休会）
１１月２１日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受け、議

案１８件に対する討論、採決及び請願３件に対して討論、
採決を行う。
議員発議により請願採択による意見書提出１件を追加議
案として提出。
追加議案に対し、質疑、討論、採決を行う。
閉会

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第92号

専決処分の承認を求めることに
ついて
（稲敷市福祉事務所設置条例及
び稲敷市医療福祉費支給に関す
る条例の一部を改正する条例）

父子家庭への支援拡大に伴い、法律名
が、母子及び父子並びに寡婦福祉法へ
と改正されるため条例を一部改正する
もの

市民福祉 原案承認
（20：０）

議案第93号
専決処分の承認を求めることに
ついて
（平成26年度稲敷市一般会計補
正予算（第５号））

茨城ゴールデンゴールズの社会人野球
日本選手権大会出場に伴い市後援会補
助金を補正するもの

総務教育 原案承認
（20：０）

議案第94号 稲敷市部設置条例等の一部改正
について

平成27年４月の機構改革に伴う関連4
条例について一部改正するもの 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第95号 稲敷市職員の給与に関する条例
等の一部改正について

人事院による給与改定勧告に準じ所要
の改正を行うもの 総務教育 原案可決

（20：０）

議案第96号
財産の交換、譲与、無償貸付等
に関する条例の一部改正につい
て

不要となった公有財産等を譲渡金額や
貸付料を減額又は無償とし、有効活用
を図れるよう改正するもの

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第97号 稲敷市医療福祉費支給に関する
条例の一部改正について

市単独助成の医療福祉費支給対象者を
高校3年生相当の年齢まで拡大するた
め改正するもの

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第98号 稲敷市国民健康保険条例の一部
改正について 出産一時金支給額を改正するもの 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第99号
稲敷市水道事業の剰余金の処分
等に関する条例の一部改正につ
いて

地方公営企業法の改正に伴い、所要の
改正を行うもの 産業建設 原案可決

（20：０）

平成26年第４回
稲敷市議会定例会
平成26年第４回
稲敷市議会定例会
平成26年第４回
稲敷市議会定例会

市単独助成の医療福祉費支給対象者を
高校３年生相当の年齢まで拡大

稲敷市医療福祉費支給に関する条
例の一部改正を可決
稲敷市医療福祉費支給に関する条
例の一部改正を可決
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第100号
稲敷市水道事業会計及び稲敷市
工業用水道事業会計未処分利益
剰余金の処分について

地方公営企業の改正に伴い、未処分利
益剰余金変動額を自己資本金へ組み入
れるもの

産業建設 原案可決
（20：０）

議案第101号 平成26年度稲敷市一般会計補正
予算（第６号）

農林水産業費、教育費を主とする増額
補正により、予算総額を211億3,277万
７千とする

各常任委員会 原案可決（20：０）

議案第102号 平成26年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） 予算総額を58億9,869万３千円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第103号 平成26年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第２号）予算総額を4億3,061万７千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第104号 平成26年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第２号） 予算総額を20億1,920万１千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第105号 平成26年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第２号） 予算総額を33億8,694万円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第106号
平成26年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第
２号）

予算総額を１億9,640万８千円とする 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第107号 平成26年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 予算総額を８億4,325万円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第108号 平成26年度稲敷市水道事業会計
補正予算（第１号）

資本的収入予定額を1,651万5千円、資
本的支出予定額を２億6,885万４千円
とする

産業建設 原案可決
（20：０）

議案第109号 市道路線の廃止について 道路改良後の重複認定部分や現況が未
供用な市道４路線を廃止するもの 産業建設 原案可決

（20：０）

発議第５号「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書 提出者：根本　光治 ― 原案可決
（20：０）

受付日 件　　　　名 提　出　者
住所・氏名 付託委員会 審議結果

（賛成：反対）

請願第４号
（H26. 8 .25）

農業委員会、企業の農地
所有、農協改革など、「農
業改革」に関する請願

取手市
県南農民組合
組合長　渋谷　俊昭

産業建設 不採択
（１：19）

請願第５号
（H26. 8 .25）

政府による緊急の過剰米
処理を求める請願

取手市
県南農民組合
組合長　渋谷　俊昭

産業建設 不採択
（１：19）

請願第６号
（H26.10.17）

「青少年健全育成基本法
の制定」を求める意見書
提出に関する請願書

土浦市
日本の青少年の健全育成を
推進する会
代表　木本　信男

総務教育 採択
（20：０）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。

請 願 の 審 議 結 果



市
政
を
問
う

一
般
質
問

第
４
回
定
例
会
に
は
、
７
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

平成25年度決算ベースで、本市の市営住宅等
使用料に関する滞納額は約413万円となってお

り、収納率は90％程度で毎年使用料の滞納が問題となっている。家賃の徴収を適
切に行うことは公営住宅に係る業務を健全に継続する上で極めて重要なことであ
る。そこで、市営住宅の家賃を滞納に対して、どのような対応をしているのか伺う。

明け渡し努力義務を負う世帯（月収15万8,001円以上）、明け渡し義務を
負う世帯（月収31万3,000円以上）の世帯数はどのくらいか。また、その

世帯に対しての対応を伺う。

納期までに納付がない場合に督促状を発送し、３カ月間使用料を
滞納した場合は、滞納者に対して連帯保証人に納付協力を依頼す

る旨の予告書を送るなどしています。また、訪問による滞納整理を行い滞納者の
みならず、連帯保証人への訪問や個別に納付相談を実施し付を促すなど、さまざ
まな対応により徴収率を上げるよう努めています。

住宅に困窮する低所得者とは言えない入居者は、30世帯です。ま
た、高額所得者の入居は、１世帯です。今後の対応としては、高

額所得者には、住宅を明け渡してもらえない場合は、明渡請求書の送付や呼び出
し指導を行います。

竹 神 裕 輔
議 員

市営住宅家賃滞納者への
対応は
産業建設部長 さまざまな対応により

徴収率を上げる

竹神

竹神

産業建設部長

産業建設部長

公営住宅のあり方は（市営結佐住宅）



稲敷市議会だより　第39号 10

一
般
質
問

教
育
部
長

松 戸 千 秋
議 員

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
設
置
を

新
規
設
置
の
調
査
検
討
を
実
施

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
、

新
庁
舎
に
は
、
お
む
つ
交

換
や
授
乳
が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
商
用
施

設
で
は
、
大
型
店
舗
で
は
設
置
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
は
不
十

分
な
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
庁
舎
以
外
の
公
共
施
設
や
民

間
の
小
型
店
舗
な
ど
、
実
情
と
ニ
ー
ズ

を
調
査
確
認
し
、
協
議
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
組
み
立
て
式
の
授
乳
テ
ン
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
計
画
を
し
て
い
き
ま
す
。

乳
幼
児
と
一
緒
に
、
安
心
し
て

外
出
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
外
出
先
で
お

む
つ
交
換
や
授
乳
が
出
来
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
市
内
各
施
設
の
現
況
と
、
今
後

こ
の
ス
ペ
ー
ス
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の

補
助
金
制
度
導
入
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
利
用
で
き
る
移
動
式
設
備
の
貸
出
な

ど
、
設
置
事
業
導
入
の
考
え
は
あ
る
か

伺
う
。

松
戸

現在、ネット社会の進展による消費
者トラブルが増加している。

　稲敷市における被害相談の現状と、子ど
もたちも含めたネット利用の消費者教育に
ついて、伺う。

小中学校の消費者教育の中で、
ネットトラブルについて取り上

げています。今後、早期段階での消費者教
育の充実と、講習会の実施などに取り組ん
でいきます。

ネットによるトラブル対策を
田口市長 消費者教育の充実を図る

松戸 教育部長

市消費生活センターへの
ネットトラブルの相談件数

は、24年度が21件、25年度が12件です。
　取り組みとしましては、広報紙等での啓
発や、相談員による出前講座を実施してい
ます。消費者教育の推進計画は現在策定さ
れておりません。

産業建設部長

教
育
部
長

ネット社会のトラブルに関する消費
者教育は重要と考え、条例の制定に

ついて精査検討していきます。

市長



稲敷市議会だより　第39号11

政
市

を
問
う

ふるさと納税制度が始まって以来、全国の多くの自治体は
この制度を上手に利用しており、寄附金という枠を超えて、

自治体のＰＲや話題づくりを狙うというような制度に変わりつつ
ある。この制度を利用し稲敷市をアピールし、多くの稲敷ファン
をつくるためには不可欠な制度と思うが、市では、どのような事
を実施し、また検討しているのか伺う。

以前から指摘されていたが、これまでに寄附をしていただいた寄付金は、これまで何
に使われ、どういうふうに生かされてきているのかを伺う。

本市の寄附件数と総額については、平成20年度以降、平成26年10月31日時点で、延べ
28件、総額887万8,119円です。本市の寄附者へのお礼の状況ですが、お礼の品として、

市のＰＲやイメージアップにつながることが期待されることから、昨年度から「稲しきのあ
げ餅」の詰め合わせを贈呈しています。来年度から寄附をされた方が稲敷の農産物や観光資
源を活用した優待券などが選択できるようにしていきます。

寄付金の基金活用の今後の考え方については、来年度の予算編成の中で、寄附
者の方々の意向を尊重させていただき、該当する事業に充当していきます。

ふるさと納税の活用のあり方は
田口市長 お礼の品として稲敷の農産物等を

選択できるように

山本

山本

市長

市長公室長

山 本 彰 治
議 員

ふるさと納税で稲敷市をＰＲ



稲敷市議会だより　第39号 12

一
般
質
問大湖 金四郎

議 員

ラ
ジ
オ
局
を
開
設
し
市
の
魅
力
発
信
を

田
口
市
長
広
域
連
携
等
を
調
査
研
究

ラ
ジ
オ
を
通
し
て
全
国
へ
稲
敷

市
の
魅
力
の
情
報
発
信
を
、
ま

た
、
台
風
時
な
ど
災
害
時
に
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
と
思
わ
れ
る
ラ
ジ
オ
局
を

開
設
し
、
安
心
安
全
で
魅
力
あ
る
稲
敷

市
づ
く
り
の
た
め
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

性
を
考
え
、
市
単
独
で
は
な
く
広
域
連

携
あ
る
い
は
既
存
の
放
送
媒
体
の
活
用

な
ど
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
防
災
面
に
つ
い
て

は
、
防
災
行
政
無
線
に
加
え
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
普
及
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等

を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
取
り
入
れ
る

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

ラ
ジ
オ
局
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
で
開
局
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
民
間
事
業
者
に
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ラ
ジ
オ
局
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
採
算

大
湖

合併10年を迎えるに当たり、四つ
の地域の違いがあり、大変な行政運

営ではなかったかと思う。その間、人口の
減少、少子高齢化の進行、あらゆるところ
にひずみが生じている。合併10周年を機
に、稲敷市の将来像を伺う。

平成27年度からは国からの地方交付
税の減額に直面しており、これまで

以上に事務事業の選択や効率化及び工夫を
図りながら、公共施設の再編と有効利用を
進めていきます。また、人口減少対策プラ
ンを推進するとともに、教育や子育て環境
の整備、福祉・保健の充実、産業の振興、
安全安心な都市基盤と生活環境の充実な

稲敷市の将来像を問う
稲敷に住みたいまちづくりに全力で取組む

大湖 ど、稲敷に住んでいてよかった、稲敷に住
みたいまちづくりに向けまして、全力で取
り組んでいきます。

市
長

田口市長

市長

人口減少問題は重要課題
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政
市

を
問
う

介護保険制度が６月に改定され、医療介護総合法となった。
内容は、要支援者１・２の除外や認定方法などのサービス

の低下などがあり、新事業の移行を2017年３月末まで凍結すべ
きである。また、特別養護老人ホームを建設し、待機者の解消を
図ってはいかがか。

新総合計画につきましては、介護保険策定委員会の中で検討を進めています。
特別養護老人ホームにつきましては、現在既存の老人ホームに40床の増設を

実施しています。それでも対応しきれない入所待機者の対応につきましては、計画策定委員
会の中で検討しているところです。

山 口 清 吉
議 員

田
口
市
長

山口

改定介護保険の先送りと
特養護の増設を
保健福祉部長 介護保険策定委員会で検討

保健福祉部長

米
の
直
接
支
払
交
付
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
時
限
措
置

と
な
っ
て
お
り
、
来
年
度
も
同
額
で
概
算
請

求
さ
れ
て
い
ま
す
。
需
給
調
整
に
つ
き
ま
し

て
は
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
市
単
独
補
助
金
の
拡
大
に
つ
い
て

で
す
が
、
市
は
基
本
的
に
国
の
政
策
に
準
じ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
に
よ
る
経
営

所
得
安
定
対
策
へ
の
加
入
農
家
に
対
す
る
、

収
入
の
一
部
補
て
ん
対
策
や
、
県
の
無
利
子

に
よ
る
経
営
資
金
融
資
な
ど
を
後
押
し
し
て

い
き
ま
す
。

米
価
暴
落
の
緊
急
対
策
を

国
の
施
策
に
合
わ
せ
た
農
家
の
支
援
を

米
価
暴
落
の
原
因
は
政
府
の
政
策
に

よ
る
過
剰
米
で
あ
る
。
ま
た
、
直
接

支
払
交
付
金
の
減
額
も
こ
れ
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
市
と
し
て
政
府
に
需
給
調
整
と
直

接
支
払
交
付
金
を
元
に
戻
す
よ
う
要
望
す
る

考
え
は
な
い
か
、
ま
た
、
全
て
の
米
販
売
農

家
を
対
象
に
米
一
俵
に
つ
き
千
円
の
補
助
金

を
出
す
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

山
口

市
長

26年産米の初検査
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一
般
質
問

田
口
市
長

浅 野 信 行
議 員

ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
予
防
接
種
の
助
成
を

予
防
接
種
の
有
効
性
な
ど
を
検
討

現
在
県
内
で
は
５
市
町
村
が
助

成
を
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
の
条
件
は
生
後
６
週
か
ら
24
週

の
間
に
、
２
～
３
回
の
接
種
で
、
金
額

は
２
万
４
千
円
～
３
万
円
と
い
う
よ
う

な
金
額
で
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
予

防
接
種
の
有
効
性
な
ど
を
十
分
に
検
討

し
、
方
向
性
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
が
感
染
す
る
恐
ろ
し

い
感
染
症
で
、
現
在
対
策
と
し
て
は
予

防
接
種
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
、
高
額

な
も
の
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て

こ
の
予
防
接
種
の
助
成
の
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。

市
長

浅
野

茨城県では高齢者優遇制度として
12月から、飲食店やスーパーなど

に参加を募り、料金の割引やポイント加算
などのサービスを提供する高齢者優遇制度
を始める。本市の対応はどのようにしてい
るか伺う。

高齢者の積極的な外出をそくするこ
とが目的で、地域、企業、行政が一

体となって支え合う機運を高めることを目
的としています。
　対象は高齢者で、シニアカードと呼ばれ
るカードを使って、協賛店舗でサービスを
受けるものです。１人暮らしの方には、民
生委員が、その他の方には、各総合窓口で
交付をいたします。多くの方に理解いただ
けるよう、市内全域への周知を行っていき
ます。

高齢者優遇制度の対応は
田口市長 高齢者のひきこもり対策として周知を

浅野 市長

※
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
と
は
…
主
に
下
痢
と
嘔
吐
を
伴
う
胃

腸
症
状
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
。
感
染
す
る
の
は

主
に
乳
幼
児
で
、
発
症
す
る
と
40
人
に
１
人
の
割
合

で
重
症
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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政
市

を
問
う

平成24年12月定例会の一般質問で、市民の安定的な雇用
確保、新たな雇用創出に向け、既存立地企業の支援及び企

業訪問を行っていきたいとの答弁があった。その後、２年が経過
し、その対応、行動、そして努力の成果を伺う。また、市内全域
への緑地面積率の緩和策等、さらなる活性化を図るための他市町
村との比較や協議、検討は行っているのか。

工業団地の分譲を推進するため、用地取得助成金等の期限の延長を考えています。ま
た、本年度の企業誘致活動については、地元銀行への情報提供や国際物流総合展や県

人会などでも江戸崎工業団地を積極的にＰＲしています。

緑地率の緩和の取り組みは、圏央道建設促進協議会を通して県の認可を得るよ
うな形で進めており、先進地である筑西市に伺い、内容を確認しすぐに取り組

んでいきたい。

黒 田 　 正
議 員

企業誘致の取り組みは
江戸崎工業団地分譲を推進

黒田

田口市長

市長

市長公室長

あ
る
人
口
減
少
に
も
歯
ど
め
を
か
け
、
若
い

方
々
の
定
住
や
流
入
を
促
進
す
る
た
め
、
考

え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
取
組
み
ま
す
。

現
在
、
新
庁
舎
の
建
設
を
初
め
、
公

共
施
設
の
統
廃
合
、
そ
し
て
学
校
の

再
編
成
な
ど
、
公
共
施
設
の
全
体
の
見
直
し

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
改
革
も

進
め
て
き
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
の
中
で
も

存
続
で
き
る
稲
敷
市
の
土
台
づ
く
り
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
圏
央
道
が
平
成
27
年

度
に
は
東
関
東
自
動
車
道
ま
で
開
通
と
な

り
、
関
東
の
主
要
都
市
が
結
ば
れ
る
こ
の

時
期
こ
そ
大
き
な
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
農
商
工
業
の
活
性
化
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
課
題
で

市
長
の
目
指
す
重
要
施
策
は

優
良
企
業
の
誘
致
、

人
口
減
少
対
策
に
取
組
む

稲
敷
市
は
、
茨
城
県
の
将
来
消
滅
都

市
の
第
５
位
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
人
口
減
少
対
策
を
初
め
と
し
、
明
る
く

希
望
に
満
ち
た
稲
敷
市
を
つ
く
る
た
め
に
、

市
長
の
目
指
す
重
要
施
策
と
は
何
か
、
今
後

何
を
柱
と
し
て
行
政
運
営
を
行
う
の
か
伺

う
。 黒

田
市
長 田

口
市
長

さらなる企業の誘致を（江戸崎工業団地）
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常任委員会の審査経過と結果

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
５
議
案
及
び
請
願
１
件
の
主
な

審
査
概
要
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

議
案
第
93
号
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
26
年

度
稲
敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５

号
）
で
は
、
既
定
の
予
算
額
に
２
０

０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
２
０
９
億
７
、
３
８
６
万
９

千
円
と
し
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
の
、
第
40
回
記
念
社
会
人
野
球

日
本
選
手
権
大
会
出
場
に
あ
た
り
、

稲
敷
後
援
会
へ
の
補
助
金
で
あ
る
こ

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
94
号
稲
敷
市
部
設
置
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、
新

庁
舎
業
務
へ
の
移
行
に
向
け
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
行
政
組
織
の
再
編
に

あ
た
り
、
部
名
の
変
更
及
び
課
の
新

設
等
を
行
う
た
め
、「
稲
敷
市
部
設

置
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
市
長
公
室
を
政
策

調
整
部
と
改
め
、
総
務
部
に
危
機
管

理
課
を
設
置
し
、
生
活
環
境
課
を
環

境
課
に
改
め
る
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。議

案
第
96
号
財
産
の
交
換
、譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
で
は
、
公
有
財
産
と

し
て
の
用
途
を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ

る
普
通
財
産
を
産
業
の
振
興
、
雇
用

の
機
会
の
創
出
等
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
事
業
を
行
う
他
の
機
関
等

に
、
減
額
若
し
く
は
無
償
で
、
譲
渡

又
は
貸
付
け
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無
償

貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
都
市
計
画
法
等
の

の
規
制
に
よ
り
用
途
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
関
係
課
と
連
携

し
活
用
を
図
る
こ
と
の
、
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
稲
敷
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
の
審
査
で
は
、

歳
入
歳
出
共
に
１
億
５
、
８
９
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
１
１

億
３
、
２
７
７
万
７
千
円
と
し
主
な

内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
一
般

職
職
員
給
与
等
の
改
定
に
伴
う
予
算

の
組
み
替
え
５
、
３
４
９
万
円
を
計

上
し
、
個
人
事
業
主
の
所
得
税
源
泉

徴
収
漏
れ
に
伴
う
経
費
１
、
７
６
２

万
７
千
円
、
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学

校
等
の
施
設
維
持
管
理
費
３
、
６
４

４
万
６
千
円
を
計
上
し
、
歳
入
に
つ

い
て
は
、前
年
度
繰
越
金
を
１
億
２
、

０
８
１
万
７
千
円
、
公
債
費
は
、
旧

簡
易
生
命
保
険
資
金
の
借
入
利
率
の

見
直
し
に
よ
っ
て
、
償
還
利
子
を
４

０
５
万
８
千
円
減
額
、
元
利
均
等
償

還
の
た
め
、
償
還
元
金
は
１
８
６
万

６
千
円
増
額
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。付

託
さ
れ
た
５
議
案
全
て
原
案
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
６
号
「
青
少
年
健
全
育
成

基
本
法
の
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願
で
は
、
審
査
の

結
果
、
賛
成
全
員
に
よ
り
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
松
戸
　
千
秋
　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経

過
と
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
92
号　

稲
敷
市
福
祉
事
務

所
設
置
条
例
及
び
稲
敷
市
医
療
福
祉

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
専
決
処
分
）

の
、
主
な
内
容
は
、「
母
子
及
び
寡

婦
福
祉
法
」
の
一
部
改
正
の
施
行
に

伴
い
、
当
該
各
条
例
に
改
正
の
必
要

が
生
じ
た
た
め
の
専
決
処
分
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
97
号　

稲
敷
市
医
療
福
祉

費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
の
主
な
内
容
は
、
市
独
自

で
助
成
対
象
者
の
拡
充
を
図
る
も
の

で
、
現
在
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
対

象
を
、
高
校
３
年
生
相
当
ま
で
拡
大

す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
98
号　

稲
敷
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
、
主
な
内
容
は
、
被
保
険
者
が
出

産
し
た
と
き
に
支
給
す
る
「
出
産
育

児
一
時
金
」
を
39
万
円
か
ら
40
万
４

千
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
101
号
平
成
26
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
当
委
員
会
所

管
部
分
）に
つ
い
て
の
主
な
内
容
は
、

人
件
費
と
し
て
、
人
事
院
勧
告
に
よ

る
給
与
改
定
及
び
定
期
人
事
異
動
に

よ
る
職
員
構
成
の
変
動
に
よ
る
増
額

補
正
等
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
消
防
施
設
整
備

事
業
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
の
修

繕
料
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
費
の
追
加
補
正
等
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
に
よ
り

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
第
102
号
平
成
26
年
度
稲
敷
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

１
２
４
万
円
の
追
加
補
正
、
議
案
第

105
号
平
成
26
年
度
稲
敷
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
４
８
１
万
円
の

追
加
補
正
、
及
び
、
議
案
第
107
号
平

成
26
年
度
稲
敷
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
24
万
円
の
追
加

補
正
で
、
い
ず
れ
も
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
一
般
職
職
員
給
与
等
の
改
定

等
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
3
特
別
会
計
補
正

予
算
全
て
が
、
全
会
一
致
に
よ
り
原

案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
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常任委員会の審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
湖
　
金
四
郎
　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
８
議
案
及
び
２
請
願
に
関
す
る

主
な
審
査
概
要
並
び
に
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
99
号
、
水
道
事
業
の
剰
余

金
の
処
分
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
で
は
、
水
道
事
業
に

規
定
し
て
い
る
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
も

同
様
の
規
定
と
す
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
第
100
号
、
水
道
事
業
会
計
及

び
工
業
用
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利

益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
で
は
、

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
う
ち
地
方
公

営
企
業
の
会
計
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
み
な
し
償
却
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
未
処
分
利

益
剰
余
金
変
動
額
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
自
己
資
本
金
へ
組
み
入
れ
る
も

の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
101
号
、
一
般
会
計
補
正
予

算
第
６
号
で
は
、
農
政
課
所
管
の
農

地
中
間
管
理
事
業
に
お
け
る
協
力
金

対
象
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
対
象

と
な
る
の
は
新
規
に
利
用
権
設
定
し

た
農
業
者
で
あ
る
こ
と
が
答
弁
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
103
号
、
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
給
与

改
定
等
に
伴
う
職
員
給
与
関
係
経
費

の
増
額
を
行
う
も
の
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
第
104
号
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
給
与
改

定
等
に
伴
う
職
員
給
与
関
係
経
費
の

増
額
及
び
江
戸
崎
・
東
処
理
区
に
お

け
る
整
備
事
業
費
を
増
額
す
る
も
の

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
東
処
理
区
の
範
囲
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
平
成
21
年
度
に
東
処

理
区
が
拡
大
さ
れ
椎
塚
・
高
田
地
区

等
ま
で
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
106
号
、
基
幹
水
利
施
設
管

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、

十
余
島
用
水
機
場
の
揚
水
ポ
ン
プ
修

繕
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
108
号
、
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
で
は
、
主
な
も
の
で
配
水
管

布
設
工
事
に
伴
う
消
火
栓
設
置
工
事

４
基
分
で
工
事
負
担
金
の
増
額
補
正

で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
109
号
、
市
道
路
線
の
廃
止

に
つ
い
て
で
は
、
市
道
路
線
の
重
複

の
原
因
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
道

路
改
良
時
に
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
が
廃
止
し
て
い
な
か
っ
た

為
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
議
案
８
件
に
つ
い

て
は
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
４
号
及
び
５
号
に
つ
い
て

は
、
審
査
の
結
果
、
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ

ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

１
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の

他
の
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
内
容
の
異
な
る
２
つ
以
上
の
事
項

を
請
願（
陳
情
）す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願（
陳
情
）書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）を
記
載
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合

に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載
し
、

外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
１
名
以

上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印
が

必
要
で
す
。

６
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
１
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随

時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・
９

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の

定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆  

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て  

◆

（  本　　文  ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願書（陳情者）住所
氏名　　　　　㊞

（  表　　紙  ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞
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　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、

ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市Twitter（ツイッター）で、議会情報

の提供を行っています。

稲敷市ホームページ http://www.city.inashiki.lg.jp/

稲敷市ツイッター https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索

市議会ホームページをご覧ください

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか
次回定例会開催予定は

2 24月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この11月議会（定例会）では、期間中、の
べ11人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役
所東庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６

発
行
‥
稲
敷
市
議
会　
編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
３
０
０

−

０
７
９
２　
稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　
☎
０
２
９
９

−

７
８

−

３
３
９
０
（
直
通
）

新
・
正
副
議
長
決
定

　

稲
敷
市
議
会
議
員
の
改
選

に
よ
り
、
去
る
平
成
27
年
1

月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
組
合
議
会
臨
時
会
に
お
い

て
、
議
長
に
稲
敷
市
の
高
野

貴
世
志
議
員
、
同
じ
く
副
議

長
に
松
戸
千
秋
議
員
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

広
域
組
合
議
会・役
職
者

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合高 野 貴世志

（議長）
松 戸 千 秋
（副議長）


